
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
お
も
に
感

染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な

ど
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い

込
む
こ
と
で
感
染
（
飛
沫
感
染
）

し
ま
す
。
外
出
後
は
手
洗
い
と
う

が
い
を
徹
底
し
て
体
に
つ
い
た
ウ

イ
ル
ス
を
除
き
ま
し
ょ
う
。
咳
や

く
し
ゃ
み
を
し
て
い
る
人
が
い
れ

ば
近
寄
ら
な
い
。
マ
ス
ク
で
防
ぐ

こ
と
も
大
切
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
ら
・
・
・

　

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
最
大

の
防
御
法
は
外
出
を
ひ
か
え
る
こ
と
。

場
合
に
よ
っ
て
は
自
宅
待
機
の
要

請
が
出
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
災

害
対
策
同
様
に
食
料
や
日
用
品
な

ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
リ
ス
ト

□
対
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
物
品

　

使
い
捨
て
マ
ス
ク
（
ガ
ー
ゼ
で

な
い
不
織
布
製.

マ
ス
ク
、
１
人
あ

た
り
20
〜
25
枚
程
度
）

　

使
い
捨
て
の
ゴ
ム
手
袋
（
患
者

接
触
時
、
消
毒
時
に
使
用
）

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
（
汚
染
物
の
密
封

に
使
用
）

　

消
毒
剤
（
消
毒
効
果
の
あ
る
次

亜
塩
素
酸
）

　

ゴ
ー
グ
ル
（
花
粉
症
用
の
も
の

や
眼
鏡
で
代
用
可
）

□
食
料
・
日
用
品
（
２
週
間
分
）

□
常
備
薬

□
解
熱
鎮
痛
剤
（
主
治
医
に
相
談

す
る
）

□
氷
枕
や
保
冷
用
品

　

災
害
時
の
備
え
と
同
様
に
、
近

所
と
の
日
ご
ろ
か
ら
の
声
掛
け
を
。

　被害を最小限に食
い止めるため、今の
うちから予防法や発
生・流行時の対応を
しっかりと身につけ
　ておきましょう。

備
蓄
は
最
低
で
も

　

２
週
間
分
を
！

　

人
口
の
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
、

結
核
患
者
も
高
齢
者
の
割
合
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

若
い
頃
、
結
核
が
流
行
し
て

い
た
世
代
の
人
は
、
す
で
に
結

核
に
感
染
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

加
齢
や
糖
尿
病
な
ど
で
体
力
や

抵
抗
力
が
低
く
な
る
と
身
体
の

中
で
眠
っ
て
い
た
結
核
の
菌
が

目
を
覚
ま
し
、
発
病
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
結
核
の
早
期
発
見

に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
有
効

で
す
。
年
に
１
回
は
検
診
を
受

け
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

平成20年度 結核検診を受けましょう ● 結核は過去の病気ではありません●

　

現
在
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
の

方
で
、
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
の
窓

口
へ
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

１
月
30
日

（金）
ま
で
に
お
手
続
き
い

た
だ
く
と
、
平
成
21
年
４
月
分
の
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
が
中
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
お
支
払
い
い

た
だ
く
保
険
料
の
総
額
は
変
わ
り
ま

せ
ん
）

＊
こ
れ
ま
で
は
、
条
件
に
よ
っ
て
口

座
振
替
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
限
定
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

＊
上
記
の
期
限
を
過
ぎ
て
お
申
し
出

い
た
だ
い
た
場
合
は
、
６
月
分
以
降

の
年
金
か
ら
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

１
お
手
続
き
に
際
し
て
は
、
口
座
振

替
依
頼
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

①
振
替
口
座
の
預
金
通
帳
、
②
通
帳

の
お
届
け
印
、
③
保
険
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

２
口
座
か
ら
の
お
支
払
い
に
変
更
し

た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、

口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
帯

全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
が
減
額
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

  

福
祉
課　

℡
３
６
６･

７
１
１
６

長寿医療制度の保険料及び国民健康保険の保険税のお支払いについて

－来年度から、「年金からのお支払い」と「口座振替」の選択制となります－

　

３
児
の
母
で
あ
り
、
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
／
多
動
性
障
害
）
の
子
の
親
で

も
あ
る
楠
本
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
、

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
お
話
は
、

『
プ
ラ
ス
思
考
の
子
育
て
』
と
し
て
、

き
っ
と
子
ど
も
と
力
ま
ず
向
き
合
え
る
、

い
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
21
年
２
月
７
日

（土）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
大
研
修
室

講　

師　

楠
本　

伸
枝 

さ
ん

（
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ
奈
良
「
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
」
代
表
。
大
阪
モ
ー
ド
学
園
服
飾

洋
裁
科
、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
科
を
卒
業
後
、

服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
就
職
。
Ａ
Ｄ

／
Ｈ
Ｄ
の
子
の
親
と
し
て
、
よ
り
良
い

Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
へ
の
正
し
い
理
解
と
支
援

の
た
め
に
、
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
各
地
で
の
公
開
講
演
会
等
に
忙

し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
る
）

参
加
費　

無
料

託　

児　

お
子
様
は
で
き
る
だ
け
預
け

て
き
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
無
理

な
場
合
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
込
み　

１
月
26
日

（月）
ま
で
に
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対　

象　

保
護
者
・
地
域
で
子
育
て
に

取
り
組
む
す
べ
て
の
方

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

℡
３
６
５･

１
３
９
９

発達障害児を持つ親として、
　　　　　支援者として

テーマテーマ　

検診日 時　間 場　所
１月２６日（月）
１月２８日（水）

午前11時～午後2時
午前10時～正午

いきいき
センター

　
子育
て・親育て

　応援講座　 あ
な
た
は
ど
う
す
る
？

ま
ず
は
保
健
所
に
連
絡
す
る

　

医
療
機
関
で
感
染
が
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
感
染
し

た
か
な
と
思
っ
て
も
、
直
接
、

医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
保
健
所
は
、
発
熱
相

談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
に
電
話
相
談
し
、

指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　新型インフルエンザは、スペインかぜ（1918年）香港かぜ（1968
年）などの過去の例から、10年から40年の周期で発生すると考えられて
います。
　現時点ではいつどこで発生するかは予測できませんが、いつ発生しても
おかしくない状況です。想定される最悪な事態として、4人に1人が感染
すると言われています。
　本町では、約2,600人が感染し、死者約65人と予測されています。そ
して、電気・ガスなどのライフラインが停止、公共交通機関がマヒする、
物流が停止…など災害時のような社会的混乱が起こる可能性もあります。

　従来は人に感染することがなかった鳥インフルエンザが変化し、人から
人へと容易に感染するようになったインフルエンザを「新型インフルエン
ザ」と呼びます。
　人類にとって未知のウイルスであり、免疫を持つ人がいないため世界の
どこかで新型インフルエンザが発生すると、わずか1週間程度で大流行す
ると想定されています。

いつ発生するか予測は不可能

新型インフルエンザとは？

四
日
市
保
健
所

　

℡
０
５
９
・
３
５
２
・
０
５
９
４

桑
名
保
健
所

　

℡
０
５
９
４･

２
４･

３
６
２
５

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

℡
３
６
５･

１
３
９
９

●
発
生
・
流
行
時
に

　
　

ど
う
対
応
す
る
か　

●
今
、
で
き
る
こ
と

　

〜
発
生
・
流
行
の
前
に
〜

感
染
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　

か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
…

感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に　

マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
う
が
い
が

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
を
守
る

問い合わせ先　健康管理センター℡３６５・１３９９ 

対 象 者　平成21年3月31日迄に65歳に達する方

内　  容　胸部レントゲン撮影
料　  金　無　料（保険証の必要はありません）
持 ち 物　健康手帳（お持ちの方のみ）
　　　　　　受診票は会場でご記入いただきます
注意事項　検査は肌着一枚で撮影しますので、ボタン・
　　　　　金具・ホック・プリントのないものを着用し、
　　　　　ネックレス、湿布等ははずして下さい。

●過去６ヶ月以内に胸部レントゲン検診を受診した方、

　労働安全衛生法や他の法律に基づき事業所等が従業員

　のために実施する検診を受診した（する）方は検診対

　象者から除きます。

「AD/HD（注意欠陥／多動性障害）の子どもとともに
　　　　　　　　　　　成長した親として伝えたいこと
　　　　～子どもひとりひとりが持つ"文化"を受け入れてみませんか～
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